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昭和41年度文教行政の展望

文教行政の展望

初等中等教育の改善充実

へき地教育の振興と就学援助の強化

大学教育の拡充

育英奨学事業の拡充

芸術文化の振興

青少年の健全育成

体力づくり

教育学術文化の国際交流の推進

私学振興の拡大

文化財保護の推進

＊ ＊
 

アメリカの連邦政府と

教育援助の拡大（上）

教育用語「教科書検定」とは

連載第二回

人物を中心とした社会教育史

安嶋 蒲

佐藤 薫

渋谷敬三

井内慶次郎 20 

笠木三郎

安達健二

石川智亮

河上邦治

三角哲生

犬丸 直 63

小川修三

＊ 

宮本繁雄

吉久勝美

平沢 薫 82

文部省の会議・行事等から ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 50 

文部省主要通達一覧 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 95 
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オ
ペ
ラ
や
バ
レ
ニ
、
そ
の
他
創
作
活
慰
は

げ
ら
れ
る
。
約
一
五
〇
名
か
ら
な
る
芸
術
祭
執
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

主
催
公
讐
企
画
や
琴
加
公
渉
の
審
査
に
当
た
る
が
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
公
演
に
は
芸
術
祭
糞
芸
術
祭
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
る
。
文
蔀
省
芸

術
祭
は
、
こ
れ
ま
て
東
京
中
心
の
行
事
が
多
か
っ
た
が
、
広
く
全
国
の
入

人
が
享
受
し
う
る
よ
う
に
、
各
県
で
行
な
わ
れ
て
い
る
池
方
芸
術
祭
と
連

携
を
保
ち
、
そ
の
中
に
、
文
部
省
芸
術
祭
池
方
公
演
と
し
て
優
秀
な
演
劇

や
齊
楽
や
聟
踊
を
送
り
込
み
、
地
方
へ
の
普
及
も
は
か
っ
て
ゆ
き
た
い
。

芸
術
祭
開
催
経
費
は
一
一
、
三
八
八
千
円
、
前
年
よ
り
一
、
九
五

0
千
円

増
で
あ
る
炉
、
こ
れ
は
賞
定
の
増
額
で
あ
る
。

か
ん

Q
J
~
優
秀
美
術
作
品
買
上
美
術
作
家
の
創
作
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
年

（
 間
の
団
体
辰
や
個
脱
か
ら
優
秀
な
作
品
を
選
考
し
て
買
上
げ
る
。
予
算

一
、
五
一
八
千
円

バ
県
展
代
表
作
選
抜
展
の
開
催
現
在
全
国
三
九
県
で
県
美
術
展
（
県
展
）

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
県
展
は
池
方
に
お
け
る
美
術
の
登
童
門
で
あ
る

•( 

が
、
こ
の
各
地
方
の
県
屎
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
作
品
を
東
京
に
集

め
、
紹
介
ひ
ろ
う
の
展
覧
会
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

旭
方
作
家
に
中
央

と
の
つ
な
が
り
を
持
た
吐
励
み
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
予
算

三、

0
1
―
一
八
千
円

二
各
種
芸
術
行
事
に
対
す
る
後
援
な
ら
び
に
文
部
大
臣
賞
の
交
付

辰
、
院
畏
そ
の
饂
美
術
辰
ゃ
芸
術
行
峯
を
後
摂
し
、
文
部
大
臣
賞
を
交

付
し
て
奨
励
す
る
。

る＂

、），ホ（
 

日
~

そ
の
数
鯰
現
在
、
年
間
六
O
I
I
七

0
に
及
ん
で
い

創
作
活
動
助
成
団
体
補
助

か
る
、
い
わ
ゆ
る
芸
術
着
及
と
い

う
二
つ
の
面
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
面
は

確
然
と
わ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
国
民
の

高
い
芸
術
鑑
賞
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
高
い
芸
術
創
作

活
動
応
促
が
さ
，
訊
る
と
言
え
る
。
こ
の
二
つ
の
面
が

互
い
に
あ
い
ま
っ
て
一
国
の
芸
術
文
化
の
振
興
が
は

か
ら
れ
~
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
芸
術
文
化
振
興

の
施
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
芸
術

家
の
自
主
性
を
重
ん
じ
，
そ
の
自
由
な
創
造
活
動
を

側
面
か
ら
授
助
、
促
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

ま
た
芸
術
普
及
に
つ
い
て
は
、
大
都
庁
中
心
に
謬
ち

入
り
か
ち
は
従
来
の
芸
術
文
化
活
動
の
昇
を
改
め
，
9

こ
九
を
広
く
全
国
各
池
に
ひ
ろ
げ
、
池
方
文
化
の
向

上
発
展
を
は
か
る
こ
と
も
璽
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
下
具
体
的
に
振
輿
方
策
と
普
及
方
策
に
つ
い

て
r.

こ
t
ま

t

1
、h
y

ーヽイ

芸

術

祭

の

開

催

＞

,¥ う
芸
術
普
及
の
酉
で
も
大
き
な
役
割
之
果
た
し
て
い
る
が
f
毎
年
十
月
、

多
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
活
動
炉
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
の
で
、
芸
術
閲
係
団
体
補
助
金
の
中
で
、
今
後
は
特
に
創
作
活

勤
助
成
の
面
に
力
を
入
れ
た
い
。
芸
術
関
係
団
体
補
助
金
は
、
.

1
創
作
活

助
助
成
f

2
池
方
芸
術
振
興
、
3
青
少
年
芸
術
普
及
、
4
芸
術
文
化
施
設

の
充
実
、
5
り
国
際
芸
術
交
流
の
五
つ
の
内
容
の
も
と
に
総
額
一

0
0、
0

0
0千
円
を
計
上
し
た
。

)
 
二(‘ 

ぃ
文
化
勲
章
、
文
化
功
労
者
わ
が
国
文
化
の
発
達
に
関
し
勲
績
卓
絶
な

老
に
は
文
化
勲
章
が
授
与
さ
れ
、
ま
た
文
化
の
向
上
発
達
に
功
労
あ
る
者

を
文
化
功
労
者
と
し
て
年
冥
百
万
円
を
贈
り
瞑
影
す
る
。

ロ
叙
勲
、
褒
章
わ
が
国
文
化
の
進
展
に
貢
献
し
た
功
績
者
に
は
春
秋
二

回
の
叙
鳳
ま
た
秋
に
は
紫
綬
褒
章
等
の
褒
章
が
授
与
さ
れ
る
。

バ
．
芸
術
選
奨
年
間
、
芸
術
各
部
門
に
お
い
て
最
も
顕
著
な
成
績
を
収
め

（
 た
芸
術
家
に
文
部
大
臣
賞
（
賞
金
十
万
円
）
定
授
与
し
、
そ
の
年
度
に
最

も
活
躍
し
た
芸
術
家
と
し
て
顕
影
す
る
。
予
算
一
、
五
八
六
千
円

:

9

日
本
芸
術
院
の
設
麓
芸
術
上
の
功
讀
顕
著
な
芸
術
家
を
優
遇
す
る
た

（
 め
の
栄
誉
檎
閲
と
し
て
文
部
省
設
置
法
な
ら
び
に
日
本
芸
術
院
令
に
よ
り

日
本
芸
術
院
炉
設
置
さ
九
、
第
一
部
美
術
（
五
六
名
y
第
二
部
文
芸
（
三

七
名
）
、
第
三
蔀
芸
能
（
二
七
喜
竺
二

0
名
の
功
績
あ
る
芸
術
家
を
日

本
芸
術
院
会
員
と
し
て
任
命
し
、
年
金
五
十
万
円
を
支
給
し
て
い
る
C

日

本
芸
術
院
は
毎
年
、
芸
術
活
罰
の
奨
励
の
に
め
日
本
芸
術
院
質
を
選
考
授

与
し
て
い
る
C

日
本
芸
術
院
の
運
営
に
要
す
る
予
算
は
七
六
、

す
ぐ
れ
た
芸
術
家
の
優
遇
。
顕
影

七
八
二
千
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国
民

芸
術
文
化
の
振
興
に
は
、
芸
術
家
の
創
作
活
罰
を
奨
励
、

育
成
し
て
ゆ
く
、
い

す
ぐ
れ

十
一
月
の
二
か
月
を
芸
南
祭
期
閏
と
定
め

画
r

-

ア

じ

ビ

r

了
1

、n
 

っ
て
文
部
省
主
催
公
演
と

て
参
加
{
q
る
一
般
の
参
加
公
演
と
が
く
り
ひ
ろ

咳
史
上
、
国
期
的
な
年
を
迎
え
る
ご
と
と
な
っ
た

戦
後
二
十
学
、
社
会
の
安
定
と
国
際
交
流
の
促
進
こ
伴
い
、
わ
が
国
芸
術
文

化
の
価
筐
が
再
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
芸
術
創
造
の
活
動
も
活
発
に

な
っ
て
彦
た
。
こ
の
新
し
い
時
代
に
即
し
f
芸
術
文
化
の
振
輿
を
は
か
る
だ

唸
五
月
か
ら
文
化
局
が
設
置
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
わ
が
国
の
芸
術
文
化
行

（一）

芸
術
家
の
創
作
活
動
の
奨
励
援
詞

べ
て
み
た
い
。

ロ

ー

・

|

'

;
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1
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1ー
1
,
l
]

芸

術

式r
ジ£へ、

[
]
昭
和
四
十
一
年
度
文
敦
行
政
の
展
望

化

逹 振

健 興ぷ今,,
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か
つ
類
焼
、
浸
水
の
危
険
が
あ
る
上
、
逹
怠
翠
讐
界
扇
ゃ
と
し
て
も
不
肯
宮
合
で

あ
る
の
で
r

広
く
各
昇
閃
侶
宕
か
ら
移
転
妍
築
が
置
望
さ
れ
て
い
た
｛
又

部
宵
と
し
て
は
、
適
地
の
殿
討
を
重
ね
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
一
筵
一
月

十
一
日
の
罰
議
了
解
に
よ
り
、
呈
届
周
辺
北
の
丸
岨
区
に
移
転
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
度
予
算
と
し
て
ほ
、
準
幡
費
な
ら
び
に
設

計
委
託
責
と
し
て
三

0
、
0
0
0
千
円
が
計
よ
さ
礼
た
か
、
建
築
費
は
全

置
石
橋
正
二
郎
氏
が
寄
附
さ
九
る
こ
と
に
な
っ
て
謬
り
、
昭
和
四
十
二

年
度
中
に
は
池
上
三
階
、
地
下
一
階
延
三
[
,
六

0
0坪
余
の
美
術
舷
が
実

現
し
、
常
設
展
示
揚
、
特
別
企
画
辰
示
楊
各
五
七

0
坪
、
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ

プ
ラ
リ
ー
郎
門
五

0
0坪
な
ど
現
在
の
美
術
館
の
三
倍
半
f
規
摸
、
内
容

を
一
新
し
た
美
術
館
が
襲
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
C

こ
の
よ
う
に
国
立
近

代
美
術
誼
は
近
い
将
来
、
購
罰
的
な
拡
張
を
示
す
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ

ま
で
は
現
在
の
美
術
誼
に
お
い
て
、
展
覧
会
の
開
四
直
所
蔵
作
品
の
充
実

を
は
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
は
、
年
間
十
回
の

企
両
屁
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
と
提
携
の
も
と
に
特
別

屁
「
ア
メ
リ
カ
硯
代
美
術
辰
」
（
二
只
〇
六
二
千
円
）
、
イ
タ
リ
ア
フ
ィ

ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
の
提
携
に
よ
る
「
日
伊
交
換
映
両
祭
」
（
六
九
―
―
―
千

円
）
を
開
値
し
、
ま
た
作
品
闘
入
費
二
五
、

0
0
0
千
円
）
r

フ
ィ
J
V
ム

購
入
費
（
二
、
六
三
一
千
円
）
を
そ
れ
ぞ
汎
増
訊
計
上
し
た
。

な
詞
近
代
美
術
節
の
京
部
分
陪
に
つ
い
て
も
、
年
閏
企
国
辰
の
ほ

か
、
特
別
辰
「
憔
界
の
生
活
二
芸
辰
」
（
五
、
五
八
七
千
円
）
の
開
催
、
作

品
購
入
費

(
1
0、
0
0
0
千
円
）
の
増
霞
冷
房
設
備
の
新
設
（
二

0
、

四
0
0
千
円
）
を
そ
れ
ぞ
訊
計
上
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
。
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）
 
イ・

(• 

ロ
ッ
ク
，
別
に
悶
催
す
る
。

．） ロ
普
及
資
料
の
作
成
『

ーヽし、

丘
料
を
作
成
配
布
す
る
。

ーヽ‘・ハ
芸
術
活
動
の
発
表
の
楼
会
提
供

（
 tリ、

↑・
•F'‘ 
、

.

で
き
る
餡
会
を
多
く
つ
く

1

L

ー
ヒ
ぷ
ヽ
悲
ビ
し

―
-
―
―
た
J
也
ノ

八（イ） （一）

金
国
青
年
大
会
を
嬰
催
し
て
、
笑

国
立
芸
術
文
化
施
設
の
充
実

芸
術
文
化
癒
設
の
充
実

オ
ペ
ラ
台
本
、
そ
の
他
の

各
覆
謬
聟
会
の
闘
催

合
唱
、

汰
ペ
ラ
等
の
諧
習
会
を
全
国
フ

じ
め
図
立
近
代
美
術
舘
、

学
、
あ
る
い
は
民
間
所
戟
家
の

覧
会
と
し
て
構
方
に
巡
回
開
催
す
る
予
算
一
、

た
め
、
文

国
立
博
物
疇
芸
術
大

1
0
0点
規
模
の
辰

一
五
二
千
因
。

捻
い
て
も
l
"

ま
た
函

い
て
も
青
少
年
に
対
す
る
芸

し
、
専
任
担
当
者
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
七
県
、
他
の
二
九
県
は
兼

任
者
の
み
で
あ
る
。
ま
た
予
算
団
に
お
い
て
も
、
二
、
五

0
0
万
円
定
計

上
し
て
い
る
県
か
ら
一
几
万
円
の
県
ま

差
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
星
当
呑
の
賓
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
担
当

全
国
芸
術
行
政
調
歪
資
料
の
作
成

、19’ロ
//¥‘ 以
上
の
よ
う
な
芸
術
振
興
と
芸
術
普
及
の
方
策
以
外
に
r

こ
虹
ら
の
面
と
関

連
は
す
る
が
、
ー
違
っ
た
角
度
か
ら
と
ら
え
た
方
が
促
進
し
や
す
い
聞
題
と
し

て
、
芸
術
文
化
鹿
設
の
充
実
と
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
の
問
題
が
あ
る
。

八
国
立
西
洋
美
惜
誼
＞
＇
こ
の
陪
は
陪
和
三
十
四
年
、
フ
―
ラ
ン
ス
政
府
か
ら

返
遠
を
受
け
た
旧
松
方
一
1

レ
ク
シ
一
＝
ン
を
保
管
畏
覧
す
る
た
め
に
設
置
さ

九
た
も
の
で
あ
る
予
、
そ
の
常
障
以
外
只
昭
向
四
十
一
年
度
に
は
、

「
ソ
ビ
ニ
ト
政
府
所
蔵
―
「
i
ー
ロ
ッ
パ
近
伐
桧
両
名
作
展
」
（
四
〇
、
九
O

)

二

千
円
）
の
開
偏
｀
．
ま
た
、
そ
の
特
別
展
開
僅
の
時
朔
に
は
、
所
歳
作
品
の

池
方
巡
回
辰
の
閂
催
（
二
、
一
五
一
千
円
）
、
作
品
購
入
贅
（
五

0
、

0
0

0
千
円
）
の
』
翌
嗅
壁
面
塗
装
、
作
業
室
改
造
等
旋
設
の
充
実
（
九
、
さ
―
―

六
千
円
）
を
そ
仇
ぞ
れ
計
上
し
て
美
術
鑑
賞
普
及
に
努
め
る
。

ロ
民
間
芸
術
文
化
施
設
の
充
実
昭
和
四
十
年
度
に
は
日
本
近
代
文
学
館

の
建
築
に
一
億
円
の
請
助
金
を
支
出
、
今
秋
に
は
完
成
し
文
学
の
セ
ン
タ

ー
と
な
る
が
、
そ
紅
以
外
に
も
演
刺
、
音
楽
、
芸
能
等
の
惰
報
資
料
セ
ン

タ
ー
の
設
量
充
実
も
民
間
団
体
に
補
助
金
を
交
付
ご
て
進
め
た
い
。

ヽ！／ハ
辿
方
芸
術
文
化
施
設
の
充
実
池
方
芸
術
文
化
捩
興
の
拠
点
と
し
て
芸

•( 

術
文
化
施
設
の
設
置
充
冥
が
必
要
て
あ
る
。
現
在
県
立
の
美
術
誼
は
一

九
、
文
化
会
誼
は
一
七
を
数
え
る
に
過
ぎ
ず
f
決
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
は

言
え
な
い
。
美
術
舘
や
文
化
会
飼
の
旅
設
費
箭
助
は
公
立
憾
物
餡
璧
備
費

補
助
（
予
算
六
四
、

0
0
0
千
円
）
の
中
に
含
ま
汎
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
文
化
会
館
の
事
業
助
成
に
つ
い
て
は
、
芸
術
祭
池
方
公
演
や
芸
術
関

係
団
停
に
補
助
金
を
交
付
し
て
行
衣
う
音
楽
、
演
閲
等
の
咆
方
巡
同
公
演

を
文
化
芸
銅
て
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
年
間
事
業
を
充
実
し
、
美
術
館
の

事
業
切
成
に
つ
い
て
は
、
巡
回
辰
の
開
偏
や
所
蔵
作
品
の
不
足
を
補
う
た

め
、
祖
互
に
貸
偕
可
能
な
作
品
の
目
鐙
を
文
部
省
で
調
査
作
成
し
、
全

国
美
濯
飢
に
配
布
し
5

っ
祖
互
貸
借
に
よ
る
展
覧
会
開
催
の
促
進
を
は
か

に）

青
少
年
に
対
す
る
芸

及

（イ）

芸
術
祭
の
開
炉

奨
励
の
芦
●
で
あ
―
―

ロ

巡

さ

汀

（
 

／・パ，、＼

＼，ノ（一）

ヘ

・

，

1

i

l

す
く
わ
L-I

汽
旦
曽
双
方
叫
と
し
て
は

n
1

で
-
9
~
-
J

＇
~
~
 

の

乞）

会

供

（三）
る。

＇ヽ‘二

青

少

年

向

芸

術

普

及

団

体

の

助

成

五

つ

の

9
,
¥
 柱

の

一

っ

と

し

て

青

少

年

芸

術

普

及

団

体

の

、

児

童

漬
別
r

青
少
年
向
オ
ペ
ラ
J
．
青
少
年
向
交
響
楽
の
迎
方
巡
回
公
演
に
補
助

金
を
交
付
す
る
。

芸
術
文
化
坦
当
者
の
研
修

わ
が
国
の
池
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
行
政

ほ
と
ん
ど
の
県
が
敦
育
委
員
会
の
社
会
敦
育
瓢
で
所
管

芸
術
普
及
の
た
め
の
行
政
指
導

い
。
こ
れ
ら
↑
二
格
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（二）

海
外
芸
術
家
の
招
へ
い

（
 

、
_
ノロ
わ
が
国
芸
術
文
化
の
海
外
紹
介
の
二
酉
が
あ
る
が
、
と
も
に
こ
九
ら

(‘ 

の
事
業
を
行
な
う
団
体
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
促
進
を
は
か

っ
て
ゆ
く
。
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
大
阪
国
際
フ
H

一
｛
テ
ィ
バ
J
V
、
国

際
美
術
ビ
ニ
ン
ナ
ー
レ
、
国
際
美
術
家
会
議
、
マ
ダ
ム
バ
タ
フ
ラ
イ
世
昇

n

ン
ク
ー
ル
＼
ト
ル
ス
ト
イ
展
な
ど
の
開
催
費
補
助
、
ま
た
菱
代
工
芸
展

の
欧
州
に
お
け
る
開
催
、
曰
本
民
俗
舞
踊
の
悔
外
詔
介
の
経
費
薗
助
も
四

十
一
年
度
に
は
考
え
た
い
。

以
上
、
芸
術
文
化
の
振
興
方
策
を
各
面
が
ら
述
べ
た
炉
、
こ
の
ほ
か
に
著
作

権
の
保
履
の
間
題
が
あ
る
。

）
 
一
著
作
権
制
度
の
改
正

昭
和
三
十
七
年
五
月
、
署
作
権
制
度
審
議
会
を
設
け
、
以
来
著
作
権
制
度

の
改
正
が
寄
議
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
五
月
、
著
作
権
お
よ
び
隣
接
櫂
に
関
す

る
各
小
委
員
会
の
審
議
結
果
報
告
が
公
表
さ
れ
，
ま
た
、
著
作
権
仲
介
業
務

制
度
の
改
善
に
関
す
る
小
委
員
会
も
お
お
む
ね
審
議
を
終
え
、
近
く
そ
の
結

果
茄
報
告
さ
九
る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
小
委
員
会
の
審
編
結
果
を
と
り
立
と
め
た
著
作
権
制
度
改
正
に

関
す
る
審
議
会
の
答
申
も
近
く
ぺ
行
な
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
部
省

は
こ
の
答
申
に
監
つ
い
て
闘
係
＇
云
律
案
の
作
成
準
備
を
す
す
め
召
定
着
作

楕
制
度
改
正
の
動
向
は
．
文
芸
。
学
術
・
美
術
。
音
楽
等
の
著
作
者
だ
け
で

芸
術
文
化
の
国
際
交
流
の
促
進

る
（
新
規
六
五
八
千
円
）

は
な
く
，
，
出
版
・
放
送
。
興
行
等
著
作
物
の
利
用
者
に
と
っ
て
も
童
菱
な
影

響
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
答
申
の
内
容
お
よ
び
法
案
作
成
に
つ
い
て
の
文
部
省

の
考
え
方
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
こ
れ
ら
関
係
者
に
説
明
す
る
た
め
全
固
（
八
ブ
ロ

ッ
ク
）
で
説
明
会
を
開
催
す
る
。
そ
の
他
説
明
書
の
作
成
費
、
著
作
櫂
制
度

審
議
会
の
経
贅
等
法
律
改
正
関
係
費
は
、
予
算
総
頷
五
―
二
万
円
中
三
六
九

万
円
を
占
め
て
い
る
。

）
 
二
条
約
改
正
の
た
め
の
準
備

（
 ベ
ル
ヌ
条
約
は
、
一
八
八
六
年
（
昭
和
十
九
年
）
に
創
設
、
以
来
ほ
ぼ
二
十

年
ご
と
に
大
改
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
明
年
(
-
九
六
七
年
）
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
で
こ
の
条
約
改
正
の
た
め
外
交
会
議
が
関
か
れ
る
。
現
在
、
ベ
ル
ヌ
同

盟
事
務
局
と
開
催
国
の
ス
ニ
ー
デ
ン
政
府
が
改
正
条
約
草
案
の
作
成
準
備
を

す
す
め
て
お
り
、
本
年
は
そ
の
最
終
草
案
を
同
盟
各
国
に
投
示
し
見
鮮
を
要

胴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
条
約
会
詞
に
対
す
る
準
備
が
前
記
の
著

作
権
制
度
改
正
関
係
費
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

三
著
作
櫂
思
想
の
普
及

著
作
檀
思
想
普
及
の
た
め
、
毎
年
全
国
で
著
作
糊
講
翌
芸
を
開
催
し
て
い

る
が
、
本
年
は
、
前
記
し
た
答
申
内
容
等
の
趣
旨
の
説
明
と
あ
わ
せ
て
実
施

す
る
。
諮
習
会
費
を
含
め
著
作
権
亭
務
費
は
、
一
四
三
万
円
で
あ
る
。

（
社
会
教
育
局
齊
議
官
）
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長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
わ
が
国
に
は
数
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
つ
い
で
文
化
の
創
造
に
資
す
る
と
と
も
に
、
万
全
の
保

存
策
を
講
じ
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
特
権
で
も
あ

り
、
義
務
で
も
あ
る
。

世
界
的
な
財
宝
で
あ
る
法
降
寺
金
堂
壁
画
の
焼
失
を
直
接
の
契
機
と
し
て
制

定
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
の
施
行
以
来
す
で
に
十
五
年
を
経
過
し
、
文
化
財
保

護
の
施
策
は
新
た
な
飛
躍
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
明
年
度
予
算
（
総
額
四
十

五
億
六
千
万
円
）
を
も
と
に
そ
の
索
描
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。

小

JII 

文

化

財

保

護

の

推

進

昭
和
四
十
一
年
度
文
教
行
政
の
展
望

建
造
物
は
現
在
二
、
一
八
六
棟
（
う
ち
国
宝
二
四
七

棟
）
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
銅
・
石
造
な
ど
の
も
の
二
四

0
棟
を

除
き
解
体
、
半
解
体
な
ど
の
根
本
的
修
理
を
す
で
に
終
了
し
た
も
の
は
一
、
ニ

三
五
棟
で
あ
り
、
な
お
今
後
七
一
四
棟
の
修
理
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
屋

根
の
ふ
き
替
え
を
毎
年
数
棟
ず
つ
行
な
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
年
度
予

算
に
は
補
助
金
四
億
八
千
万
円
（
ほ
か
に
国
有
文
化
財
修
理
三
千
四
百
万
円
）

が
計
上
さ
れ
継
続
工
事
七
三
棟
、
新
規
工
事
六
四
棟
、
計
一
三
七
棟
の
解
体
、

半
解
体
工
事
を
施
行
す
る
。
継
続
工
事
に
は
日
光
の
鳴
龍
で
有
名
な
本
泡
堂
の

復
旧
工
事
（
昭
和
三
十
六
年
罹
災
）
。
平
泉
の
中
尊
寺
金
色
堂
（
昭
和
四
十
二
年

修

建
造
物
や
美
術
工
芸
品
（
絵
画
。
彫
刻
・
工
芸

品
・
書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
・
考
古
資
料
な
ど
）
を

保
存
す
る
た
め
に
は
修
理
を
行
な
う
こ
と
が
第
一
の

条
件
と
な
る
。
制
作
さ
れ
た
時
代
が
古
く
老
朽
化
し

損
耗
す
る
こ
と
が
さ
け
が
た
い
う
え
に
、
こ
れ
ら
は

紙
や
木
な
ど
の
も
ろ
い
材
質
の
も
の
が
大
部
分
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
修
理
は
繊
細
な
技
巧

を
こ
ら
し
た
も
の
が
多
い
関
係
か
ら
高
度
の
修
理
技

術
と
長
期
の
施
行
期
間
を
必
要
と
す
る
し
、
ま
た
後

世
の
変
改
を
創
建
当
時
の
も
の
に
復
原
す
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
配
慮
の
下
に
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

国
宝
・
重
要
文
化
財
の
修
理
事
業
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い
各
糧
開
発

し
か
に
調
和
さ
せ
る
べ

き
力
と
い
う
こ
と
が
あ
一
，
竺
宅
地
造
成
よ
坦
路
鉄
道
そ
の
他
公
共
施
設
の
整

伯
・
工
場
塩
域
の
造
成
・
観
光
開
発
そ
の
他
の
開
発
に
と
も
な
い
全
匡
十
四
万

か
所
を
こ
え
る
遺
跡
を
ど
の
よ
う
に
掛
置
す
べ
き
か
、
山
ま
た
指
定
さ
れ
た
史
跡

を
ど
の
よ
う
に
ま
も
る
か
、
財
陸
潅
の
聞
題
や
開
発
の
公
共
性
と
ど
う
詞
籾
さ

せ
る
か
は
容
易
な
閲
匙
で
は
な
い
。
文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
全
国
の
選
跡
等

の
所
在
池
を
記
入
し
た
群
細
な
址
図
を
刊
行
（
明
年
度
完
了
）
し
、
関
係
方
面
に

こ
れ
を
周
知
さ
せ
る
と
と
も
に
各
閲
発
主
体
等
と
密
接
な
連
係
を
取
り
つ
つ
あ

る
。
そ
し
て
重
要
造
跡
は
こ
れ
を
公
有
化
し
て
保
存
し
、
比
較
的
重
要
度
の
低

い
退
跡
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
樅
力
を
求
め
て
保
存
に
努
め
、
公
益
の
た
め
万

や
む
を
得
な
い
も
の
は
裏
前
に
発
詞
胴
査
し
て
記
録
を
作
成
す
る
と
い
う
方
針

を
立
て
実
施
し
て
い
る
。
文
化
財
保
骸
と
都
市
化
に
よ
る
わ
れ
わ
れ
の
生
活
空

間
の
恩
化
を
防
止
す
る
と
い
う
施
策
を
マ
ッ
テ
さ
せ
公
薗
緑
旭
と
し
て
の
保
存

と
い
う
方
向
を
さ
ら
に
進
め
て
ゆ
く
泌
要
が
あ
る
。
一
般
に
祉
会
胴
癸
の
重
要

な
一
環
と
し
て
文
化
財
保
蔑
を
前
向
き
の
謡
策
と
し
て
積
栢
的
に
取
り
上
け
る

べ
き
時
朗
に
あ
る
こ
と
を
す
べ
て
の
も
の
が
認
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。明
年
度
予
算
と
し
て
は
先
ず
最
も
四
想
的
な
施
策
と
考
え
ら
九
る
地
方
公
共

団
体
が
史
跡
等
の
土
地
を
買
ヒ
げ
傑
存
す
る
事
業
の
た
め
の
補
助
痣
が
、
前
年

度
の
二
。
五
倍
の
一
千
万
円
に
増
額
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
す
で
に

- 7] -

史
跡

の
仇
存
繋
翡

座
の
岩
の
修
羞
、
中
宮
寺
の
国
宝
木
造
菩
薩
半
伽
像
の
台
座
と
光
背
の
修
狸
な

ど
、
工
芸
品
と
し
て
は
京
都
に
和
寺
の
国
宝
宝
祖
蒔
絵
宝
珠
箱
。
決
路
島
の
鳥

創
八
幅
宮
の
灯
禽
唸
代
の
神
奥
で
あ
る
沃
懸
旭
螺
釦
金
銅
装
神
輿
。
東
大
寺
大

仏
建
立
の
時
の
国
宝
梵
鐘
立
ど
の
名
品
が
あ
る
c

文
化
財
の
修
涅
技
術
は
最
近
の
科
学
技
術
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
大
き
江
進

歩
を
と
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
核
は
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
保
存
料
学
部

で
あ
る
。
明
年
度
は
こ
こ
に
目
記
分
光
放
射
計
が
繋
備
さ
仇
百

度

完

戊

ー

ぷ

定

）

。

長

崎

の

グ

ラ

バ

の

エ

露

が

合

ま

れ

て

い

る
。
新
規
辛
塁
手
の
も
の
に
は
f
大
手
門
と
多
闊
櫓
（
四
年
計
面
総
工

費
六
千
万
円
）
・
法
院
寺
西
院
大
坦
（
四
年
計
呵
総
工
費
約
三
千
八
百
万
円
）
な

ど
の
大
工
享
が
あ
る
。
ま
た
屋
担
ふ
き
昔
え
工
事
と
し
て
け
、
継
燻
の
も
の
は

清
水
寿
本
堂
。
本
筐
寺
瞑
雲
閻
な
ど
の
閂
宝
が
あ
り
，
新
規
瘤
手
の
も
の
は
滋

賀
県
の
日
吉
大
社
東
本
宮
本
殿
、
団
城
寺
（
三
共
寺
）
金
沼
王
京
都
大
福
光
寺
本

堂
な
ど
の
国
宝
の
修
翌
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

美
術
工
芸
品
は
八
、

0
六
0
件
（
う
ち
国
宝
七
八
四
）
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
修
碑
ず
べ
巻
も
の
は
五
、
一
四
四
件
、
す
で
に
二
、
九
一
―
―
―
件
の
修
碑

を
完
了
し
て
い
る
が
今
悛
な
お
二
、
ニ
―
三
付
の
修
連
を
必
要
と
し
て
い
る
。
明

年
度
に
お
い
て
ほ
七
七
件
の
修
延
を
予
定
し
て
沿
り
補
眈
翁
四
千
二
百
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
鰺
亙
予
定
の
苫
名
な
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、
絵
画
で
は

京
都
退
脳
閲
所
萩
の
勺
拙
筆
の
国
宝
甑
本
塁
固
授
彩
瓢
鮎
図
（
「
ひ
ょ
う
た
ん
な

ま
づ
」
と
し
て
有
名
な
固
）
，
大
阪
裏
田
美
術
舘
所
蔵
の
国
宝
紙
本
著
色
紫
式
部

日
記
絵
閲
杖
ど
、
仏
像
彫
刻
と
し
て
呉
福
寺
の
国
宝
木
造
金
剛
力
士
立
像
の
台

修
理
と
な
ら
ん
で
建
造
物
や
美
術
工
芸
品
の
保
存
の
た
め
の
大
き
な
対
策
と

し
て
防
災
亭
業
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
材
質
上
火
災
に
対
し
て
弱
く
防

火
対
策
が
艇
本
と
な
る
が
ま
た
高
温
多
渥
な
わ
が
国
の
気
候
に
対
処
し
て
虫
、

か
び
、
7

さ
び
な
ど
の
対
策
も
霊
要
で
あ
る
。
一
方
盗
襲
や
き
損
か
ら
防
ぐ
措
置

も
必
要
で
あ
る
。

建
造
物
の
防
災
犯
設
は
現
在
三
六
％
し
か
完
了
し
て
誌
ら
す
f
な
お
五
百
か

可
余
り
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
明
隼
度
は
一
億
九
千
万
円
の
補
助
金
で
続

続
一
九
件
、
y
新
規
ニ
―
件
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
修
理
に
く
ら
べ
進
ち
ょ

お
り
今
後
い
っ
そ
う
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
明
年
度
着
工
の

も
の
に
、
国
宝
の
一
•
清
水
寺
。
唐
招
提
寺
。
厳
島
神
社
を
は
じ
め
と
し

て
、
岡
山
の
高
梁
域
・
山
梨
の
国
宝
大
善
寺
本
堂
注
ど
が
あ
る
。
工
事
の
内
容

は
揚
所
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
自
動
火
災
報
知
様
設
術
，
消
火
桧
。
ボ
ン
プ
・

ド
レ
ン
チ
ャ
i
：
避
雷
設
備
を
は
じ
め
貯
水
漕
。
防
火
壁
。
消
防
道
路
さ
ら
に

火
除
の
た
め
の
空
池
設
定
な
ど
環
憶
の
保
全
に
ま
で
及
ん
で
＞
る
。

美
術
工
芸
品
の
防
災
対
策
と
し
て
は
、
防
火
。
防
雷
。

る
ほ
か
r

こ
れ
を
収
蔵
す
る
た
め
の
鉄
筋
「
一
ン
ク
リ
ー
ト
の
保
存
庫
や
大
規
模

な
収
蔵
摩
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
防
災
施
設
七
三
件
、
保
存

庫
。
収
蔵
庫
i
七

0
件
の
蜜
喘
を
行
な
っ
た
が
、
明
年
度
は
福
助
金
八
千
八
百

万
円
を
計
上
、
防
災
旭
設
十
五
件
、
保
存
摩
四
十
六
件
、
収
蔵
庫
八
件
を
実
槌

す
る
。
大
規
摸
な
収
蔵
庫
に
は
薬
師
寺
二
廷
麿
寺
。
法
降
寺
。
大
報
恩
寺
心
大

覚
寺
な
ど
の
も
の
が
含
ま
れ
て
＼
る
。

実
施
中
の
大
宰
府
跡
。
多
賀
城
跡
・
武
蔵
国
分
寺
跡
，
屁
防
国
衛
跡
な
ど
を
は

じ
め
十
九
件
の
買
上
け
が
予
足
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
発
掘
胴
査
費
も
約
三
千
万

円
が
計
上
さ
九
た
。

次
に
史
鱈
等
の
保
存
に
平
⇒
た
っ
て
こ
れ
を
保
護
す
る
と
と
も
に
国
民
ナ
ベ
て

に
理
解
さ
九
や
す
く
か
つ
親
し
め
る
も
の
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
環
境
整
備

費
（
蒻
池
。
芝
張
り
。
植
裁
の
ほ
か
基
壇
．
柱
穴
・
屏
•
関
路
。
遺
跡
覆
屋
な
ど

の
造
成
等
）
も
補
助
金
三
千
七
百
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
新
し
い

試
み
と
し
て
、
急
激
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
貴
重
万
歴
史
的
環
境
I

た
と
え
ば

街
道
筋
の
宿
駅
や
町
並
な
ど
の
外
観
ー
ー
の
保
存
な
ら
び
に
野
外
郷
土
博
物
館

と
も
い
う
べ
き
「
風
土
記
の
丘
」
の
設
置
が
合
ま
れ
て
い
る
。
「
風
土
記
の
丘
」

は
図
に
示
す
よ
う
に
貝
嫁
。
古
填
・
住
居
址
な
ど
を
持
つ
丘
陵
や
島
の
自
然
環

境
の
中
に
郷
土
の
文
化
財
を
収
集
保
管
展
示
す
る
資
料
館
を
設
け
、
ま
た
民
家

集
落
。
宿
場
町
の
町
並
の
移
築
、
さ
ら
に
は
各
詞
の
古
墳
な
ど
の
模
型
の
展
示

な
ど
を
点
在
さ
せ
る
も
の
で
、
山
上
の
古
代
か
ら
時
代
を
追
っ
て
現
代
の
市
街

に
至
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
明
年
度
は
一
か
所
が
予
定
さ
紅
て
い
る
が
、
ゆ

く
ゆ
く
は
一
県
一
か
所
に
及
ぼ
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
史
跡
名
膠
の
修
理
防
災
や
保
存
施
設
、
埋
蔵
文
化
財
の
収
蔵
庫
、

天
然
記
念
物
n
ウ
ノ
ト
リ
。
ト
キ
・
ラ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
保
護
増
殖
．
（
人
工
飼

育
・
給
餌
な
ど
）
、
心
な
き
観
光
者
に
荒
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
尾
瀬
な
ど
の
整
備
、

庶
民
の
宗
教
や
生
活
を
伝
え
る
民
俗
資
料
の
保
存
等
の
た
め
に
約
八
千
万
円
の

補
助
金
炉
計
上
さ
れ
て
い
る
。

世
界
的
遺
題
で
あ
る
特
別
史
跡
平
城
宮
薗
は
す
で
に
全
域
の
三
分
の
二
に
当

る
十
九
万
坪
の
国
有
化
を
完
了
、
明
年
度
と
明
後
年
度
と
で
人
家
密
集
地
域
を

国
宝
。
霊
要
文
化
財
の
防
災
亭
業
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野
も
残
っ
て
い
る
。

建
造
物
で
は
近
世
の
社
寺
建
築
・
明
治
洋
風
建
築
・
民
家
の
三
分
野
の
調
査

が
ま
た
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
特
に
市
街
池
の
近
代
化
に
と
も
な

い
明
治
洋
風
建
築
の
保
存
の
問
題
は
急
迫
化
し
て
お
り
、
ま
た
生
活
様
式
や
経

済
上
の
変
化
や
開
発
の
急
速
な
進
行
に
と
も
な
い
民
家
の
保
存
の
問
題
も
直
ち

に
潜
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
勢
に
あ
る
。
そ
こ
で
全
国
の
民
家
四

0
0万

戸
の
う
ち
文
化
財
の
調
豪
の
対
象
と
な
る
約
四
万
戸
に
対
し
明
年
度
か
ら
五
か

年
計
画
で
緊
急
調
査
を
行
な
う
た
め
の
予
算
一

0
0万
円
（
五
県
分
）
が
新
た

に
計
上
さ
れ
た
。

美
術
工
芸
品
の
分
野
で
は
調
査
未
済
の
も
の
を
洗
う
た
め
か
ね
て
か
ら
文
化

財
集
中
池
区
を
選
び
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
明
年
度
は
四
国
八
十
八
か
所
を
中

心
と
す
る
四
国
池
方
総
合
調
査
の
第
三
年
目
と
し
て
徳
島
県
を
調
査
す
る
。
ま

た
残
さ
れ
た
分
野
と
し
て
の
明
治
美
術
の
調
査
を
行
な
い
、
さ
ら
に
従
来
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
芸
術
的
価
値
に
震
点
を
お
い
た
指
定
が
多
か
っ
た
た
め
閑
却
さ

れ
た
面
も
あ
る
歴
史
的
価
値
に
重
点
を
お
く
歴
史
資
料
保
存
調
査
を
継
続
す

る。
記
念
物
関
係
で
は
全
国
十
四
万
か
所
を
こ
え
る
遺
跡
の
う
ち
か
ら
重
要
な
も

の
を
選
定
す
る
緊
急
調
査
を
継
続
す
る
ほ
か
史
跡
相
模
国
分
寺
址
を
国
で
発
掘

調
査
す
る
，
ま
た
か
ね
て
か
ら
池
域
を
選
び
動
植
物
や
地
質
鉱
物
等
に
つ
い
て

専
門
家
を
動
員
し
て
総
合
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
明
年
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
岸
地
城
お
よ
び
丹
沢
山
塊
の
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。
無
形
文
化
財
関
係
に

つ
い
て
は
芸
能
面
で
は
声
明
、
工
芸
面
で
は
和
紙
、
変
わ
り
塗
の
特
別
調
査
を

継
続
す
る
。

文
化
財
普
及
事
業
の
拡
充
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風土記の丘（構想図）

凪土記の丘

文
化
財
の
指
定
・
調
査

無
形
文
化
財
に
対
す
る
助
成

除
く
残
余
の
土
地
を
買
収
す
る
。
ま
た
十
二
年
計
画
で
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
発
掘
調
査
は
四
年
目
に
入
り
地
上
測

量
用
写
真
機
の
購
入
、
出
土
遺
物
倉
庫
等
の
新
営
費
も
計
上
さ
れ
、
宮
跡
の
環

境
整
備
費
を
加
え
て
平
城
宮
跡
関
係
の
明
年
度
予
算
は
二
億
八
千
万
円
に
お
よ

ん
で
い
る
。

わ
が
国
古
来
の
伝
統
的
な
演
劇
・
音
楽
・
エ
芸
技
術
な
ど
の
う
ち
歴
史
上
、

芸
術
上
特
に
価
値
の
高
い
主
要
な
も
の
を
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
保
持
者
に
つ
い
て
も
指
定
を
行
な
っ
て
い
る
（
現
在
五
三

人
、
ほ
か
に
七
団
体
）
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
助
成
と
し
て
は
先
ず
保
持
者
に

対
す
る
特
別
助
成
金
千
五
百
万
円
の
交
付
が
続
け
ら
れ
る
。
ま
た
放
置
し
て
お

け
ば
絶
滅
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
後
継
者
の
養
成
の
た
め
、

ま
た
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
存
す
る
と
と
も
に
活
用
に
も
役
だ
て
る
た
め

の
公
開
事
業
な
ど
の
補
助
金
千
四
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
文
楽

協
会
に
対
し
て
は
千
七
百
万
円
（
四
十
年
度
よ
り
二
百
万
円
増
）
の
団
体
助
成

金
を
交
付
す
る
。

文
化
財
の
保
護
行
政
の
第
一
段
階
は
、
数
多
い
文
化
財
の
中
か
ら
芸
術
上
あ

る
い
は
歴
史
上
ま
た
学
術
上
価
値
の
高
い
重
要
な
も
の
を
選
び
、
こ
れ
を
指
定

す
る
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
す
で
に
綿
密
な
調
査
の
も
と
に
主
要
な
も
の
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
調
査
が
未
済
で
指
定
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
な
わ
れ
な
い
分

な
お
明
年
度
新
た
に
指
定
物
件
の
写
真
資
料
の
更
正
整
備
お
よ
び
指
定
建
造

物
実
測
図
集
刊
行
の
予
算
二
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

文
化
財
の
保
護
は
国
・
地
方
公
共
団
体
、
所
有
者
・
管
理
者
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
こ
れ
に
当
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

一
面
文
化
財
は
所
有
者
の
誰
た
る
を
問
わ
ず
国
民
全
体
の
財
宝
で
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
国
民
全
部
が
文
化
財
の
価
値
を
認
識
し
、

そ
の
保
存
活
用
を
図
っ
て
は
じ
め
て
文
化
財
保
護
が
完
成
す
る
。
し
か
し
文
化

財
は
現
在
の
国
民
の
身
近
か
な
経
済
上
の
あ
る
い
は
社
会
上
の
当
面
の
緊
急
な

も
の
と
異
な
る
の
で
こ
の
目
標
に
近
づ
く
に
は
い
ろ
い
ろ
の
障
害
が
あ
る
。
一

方
文
化
財
を
特
定
の
分
野
の
人
々
の
み
が
理
解
す
る
に
と
ど
ま
り
、
一
般
へ
の

そ
の
価
値
や
保
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
た
め
の
努
力
が
関
係

者
の
間
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
う
ら
み
も
あ
る
。
文

化
財
保
護
委
員
会
で
は
本
年
度
か
ら
事
務
局
に
新
た
に
普
及
課
を
設
置
し
こ
の

而
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
し
た
が
、
明
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
学
校
教
育
、
社
会

教
育
と
連
係
を
密
に
し
本
格
的
活
動
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
年
度
は
い
ろ
い
ろ
の
事
業
や
施
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
予
算
の
面
で

も
文
化
財
愛
護
モ
デ
ル
地
区
の
設
定
の
た
め
ニ
ニ

0
万
円
の
予
算
が
新
た
に
計

上
さ
れ
て
い
る
。
全
国
か
ら
十
数
県
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
に
モ
デ
ル
池

区
と
し
て
の
市
町
村
を
設
定
、
各
種
広
報
活
動
に
よ
る
積
稼
的
な
啓
発
活
動
を

行
な
う
と
と
も
に
住
民
に
よ
る
愛
護
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
文
化
財
に
関
す
る

学
習
活
動
や
愛
護
活
動
（
文
化
財
の
巡
視
、
清
掃
、
補
修
な
ど
）
を
推
進
し
よ
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う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
堆
区
を
中
核
に
全
国
各
地
に
こ
の
機
遮

が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
文
化
財
普
及
映
画
や
ス
ラ
イ
ド
も
す
で
に
相
当
量
製
作
し
て
来
た
が
、

明
年
度
は
さ
ら
に
こ
の
経
費
も
増
額
さ
れ
て
お
り
、
製
作
の
充
実
と
同
時
に
普

及
活
動
に
つ
い
て
も
新
機
軸
を
開
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
し
、
国
宝
等
の
各

時
代
別
の
差
準
作
品
を
選
定
す
る
作
業
、
講
習
会
の
開
催
、
普
及
の
た
め
の
図

録
の
作
成
な
ど
が
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
行
な
わ
れ
る
。

国
立
劇
場
の
開
設
と
博
物
館
の
整
備

わ
が
国
の
す
ぐ
れ
た
伝
統
芸
能
の
保
存
振
興
を
図
り
文
化
の
向
上
に
資
す
る

た
め
、
各
種
の
伝
統
芸
能
（
歌
舞
伎
・
文
楽
。
邦
楽
・
邦
舞
。
雅
楽
。
民
俗
芸

能
等
）
の
公
開
、
伝
承
者
の
養
成
、
調
査
研
究
、
記
録
作
成
、
資
料
の
収
集
展

覧
等
を
行
な
う
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
国
立
劇
場
が
い
よ
い
よ
開
設
の
運
び
と
な

る
。
昭
和
三
十
一
年
設
置
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
か
ら
実
に
十
年
、
長
い
間
の
県

案
が
い
よ
い
よ
実
現
す
る
の
で
あ
る
c

東
京
都
千
代
田
区
隼
町
の
旧
バ
レ
ス
ハ
イ
ツ
跡
に
鉄
骨
鉄
筋
堆
上
三
階
雄
下

二
階
、
建
築
総
面
積
八
千
坪
。
大
劇
場
（
一
、
七
五

0
名
収
容
）
小
劇
場
（
六

三
0
名
収
容
）
そ
の
他
の
施
設
を
有
す
る
。
総
工
費
は
三
七
億
五
千
万
円
で
あ

る
。
運
営
は
本
年
四
月
設
置
予
定
の
特
殊
法
人
国
立
劇
場
（
会
長
、
理
事
長
以

下
一
九

0
名
）
が
こ
れ
に
当
た
り
、
運
営
費
の
一
部
一
億
一
千
三
百
万
円
が
補

助
さ
れ
る
。
十
一
月
に
盛
大
な
こ
け
ら
落
し
を
行
な
っ
て
開
か
れ
る
が
、
自
主

公
演
の
ほ
か
一
般
の
利
用
に
も
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
伝
統
芸

能
の
保
存
活
用
の
た
め
に
画
期
的
な
進
展
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
東
京
国
立
博
物
館
で
は
東
洋
古
美
術
の
展
示
を
充
実
す
る
た
め

三
、
八
九
六
坪
の
東
洋
館
が
昭
和
四
十
二
年
度
完
成
を
目
ざ
し
て
総
工
費
一
六

っ
ち

億
三
千
万
円
の
予
定
で
建
設
の
槌
を
ひ
び
か
せ
て
お
り
、
京
都
国
立
博
物
館
で

は
二
、
一
八

0
坪
の
新
館
が
本
年
十
一
月
開
館
記
念
古
美
術
名
品
展
と
と
も
に

い
よ
い
よ
開
館
す
る
。

目
下
開
催
中
の
日
仏
両
国
政
府
主
催
の
「
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
一
七
世

紀
ョ
ー
ロ
ッ
パ
展
」
に
呼
応
し
、
本
年
十
一
月
パ
リ
に
お
い
て
わ
が
国
の
肖
像

画
、
絵
巻
物
、
初
期
風
俗
画
を
中
心
と
す
る
日
本
名
画
展
が
開
催
さ
れ
、
わ
が

国
の
す
ぐ
れ
た
文
化
財
が
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
両
国
の
理
解
と

親
善
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
明
年
度
は
東
京
国
立
博
物
館
で
日
伊
交
流

展
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

（
文
化
財
保
護
委
員
会
庶
務
課
長
）
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昭
和
四
十
年
度
も
末
に
至
り
、
三
月

号
は
例
年
の
と
お
り
、
新
年
度
文
教
行

政
の
展
望
を
特
集
と
し
ま
し
た
。
新
年

度
文
部
省
所
管
の
一
般
会
計
予
坑
額

が
、
一
般
会
計
総
額
に
占
め
る
禦
合
は

―
―
•
八
％
で
、
こ
れ
に
国
立
学
校
特

別
会
計
予
算
額
を
加
味
し
た
文
部
省
所

管
の
統
計
は
、
前
年
度
に
比
ベ
一
三
％

の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
文

教
関
係
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
将
来

の
発
展
の
た
め
の
地
な
ら
し
で
あ
り
、

全
般
的
に
金
額
と
し
て
飛
び
抜
け
た
増

加
は
な
か
っ
た
が
、
従
来
と
か
く
遅
れ

が
ち
で
あ
っ
た
部
面
に
重
点
が
お
か
れ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
等
中
等
教
育
の
改
善
充
実
で
は
、

教
科
饗
の
無
償
が
小
学
校
を
こ
え
て
中

学
校
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を
は
じ
め
、

へ
き
地
教
育
の
振
興
と
し
て
前
年
度
に

引
き
続
い
て
、
単
級
、
四
、
五
箇
学
年
複

式
学
級
の
教
員
定
数
の
増
加
、
多
学
年

学
級
担
当
手
当
の
大
幅
な
増
額
な
ど
多

年
の
懸
案
が
解
決
さ
れ
、
ま
た
、
新
規

事
業
で
は
高
度
へ
き
地
学
校
児
童
生
徒

に
対
す
る
。
ハ
ン
・
ミ
ル
ク
給
食
の
全
額

国
庫
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
が
目
だ
っ

て
い
ま
す
。
大
学
教
育
拡
充
の
譴
点

は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
影
響
に
よ
る
大

学
入
学
志
願
者
の
急
激
な
増
大
に
と
も

な
う
学
生
定
員
の
増
加
で
新
年
度
に
は

ほ
ぼ
五
千
人
の
増
墓
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

＊
そ
の
他
、
目
だ
っ
た
も
の
と
し
て

は
、
文
部
省
の
機
器
改
革
で
は
調
査
局

が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
文
化
局
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
、
新
年
度
か
ら
国
立
劇
場

が
発
足
す
る
こ
と
、
る
す
家
庭
児
蛮
を

対
象
と
し
た
児
童
会
活
動
の
推
進
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

購 読 料
MEJ9472 
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